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  ? trpオペロンの5’制御領域の範囲を限定した。 
 2　発現レポーターを用いたtrpオペロン発現量の測定 
 ・trpオペロンの5’-CR(制御領域)をベクターpBHTK1-bglにクローニングし、さらに 
   ??pBHTK1-bgl-trp5’-CRの5’-CR-bgl-HTK領域を、好熱菌ベクターpJHK3にリクロー
     ニングし、発現レポーターとした（pJHK3-trp5’-CR-bgl-HTK）。 
 ・発現レポーターを、Thermus BP112株（∆bgl株）に形質転換した。 
 ・トリプトファンの添加、非添加時で?-glycosidase活性を測定した。 
 ＜結果＞ 
 1　 trpオペロンの制御領域の推定 
 ・trpオペロンのpTWV228へのクローニングが成功した。 
 ・プライマー伸長法により転写開始点、プロモーター領域を予測した。予測された 
     プロモーターは、大腸菌コンセンサス配列に類似していた。 
 
 2　発現レポーターを用いたtrpオペロン発現量の測定 
 ・発現レポーターがtrpEGD、C、BAについて完成した。これをThermus BP112株（∆ 
     bgl株）に形質転換した。 
 ・?-glycosidase活性を測定して比較したところ、トリプトファン添加時に活性の
     減少が見られた。 
　　　　
